
　第二期計画に基づき、平成２５年から平成２９年までの５年間における取組内容について、検証・評価します。
がん医療の充実
	第二期計画における取組目標
	平成25年度の取組状況
	これまでの進捗状況
	課　題・方向性

	６　小児がん対策の充実
（１）小児がんの実態把握の促進
○　府がん登録やがん拠点病院の協力による受療動向の調査等により、府内の小児がんの疾患動向等を把握し、小児がん対策を検討していく上での基礎資料として用いるとともに、公表に際しては、府民が理解しやすく、誤解を招かないよう、患者、家族及び患者団体等の意見を尊重しながら情報提供の充実に努めます。
（２）小児がん医療提供体制の推進
○　小児がんの医療提供体制の推進にあたっては、小児がん拠点病院を中心に地域の医療機関と、人的交流も含めて協力しながら府域全体の医療ネットワークを構築し、小児及びＡＹＡ世代のがん患者がもれなく適切な治療が受けられるよう努めます。
（３）情報提供・相談支援の充実
○　小児がん拠点病院や小児がん医療に対応できるがん拠点病院においては、小児がんに関する医療提供機能についてホームページ等を活用し情報提供に取り組むとともに「がん診療ＮＯＷ」と連携する等、府民がこれらの情報を容易に入手できる仕組みを構築します。

また、これらの病院の相談支援窓口においても小児がんに関して患者及び家族のこころのケアに配慮した相談支援体制の充実を図り、府民サービスの向上を推進します。
	＜実態把握＞

　大阪府がん登録資料の基づき、大阪府における小児（15歳未満）およびAYA世代（15-29歳）のがんの罹患数／率、生存率、受療動向を把握およびデータ更新。

＜医療提供体制の推進＞

◆小児がん拠点病院を中心に、府内小児診療病院１０病院でワーキング設置、当該病院の提供体制等を調査・整理。

　なお、小児がん患者の初診カバー率は、

・小児がん拠点病院（2施設）のみ：44.4％

・小児がん拠点病院を含むワーキング参加施設（10施設）：80.2％

　　

＜情報提供＞

◆府立成人病Ｃ「大阪がん情報提供コーナー（以下「情報提供コーナー」）」にて

　・小児がん、ＡＹＡ世代のがんの説明

　・大阪府の小児がん診療病院の明示

　　　マップ上にワーキング参加１０施設を明示し、各施設のホームページとリンク
・ワーキング参加10施設の病床数、スタッフ体制、療養環境、診療実績等を一覧表で掲示

・統計データについては今後掲載予定
	＜新規項目＞
・以前より、大阪府がん診療連携協議会　小児・AYA

部会（前大阪府小児がん登録推進委員会）を中心に、

大阪府がん登録への小児がんの届出が推進されてき

た。その結果、大阪府がん登録の精度は向上し、大

阪府がん登録資料に基づいた小児およびAYA世代

のがんの現状や受療動向の把握、医療機関別診療数

の公表を進めてきている。

（今後、本情報をベースに、疾患別の患者動向を検

証し、患者・家族の意向を把握しながら、がん診療連携協議会小児・ＡＹＡ部会において専門的見地にたって質の高い医療を提供できる施設への集約化等について検討予定。）


	＜実態把握＞
・希少疾患におけるがん登録への疾患報告（登録票届出）は、現在の補足率を維持し、持続可能となるような制度運用が必要。
＜医療提供＞

大阪府がん登録資料に基づいて疾患別の患者動向を分析し、２６年度に作成予定のアクションプラン作成につなげる。

＜情報提供＞

・小児がん関連情報のＨＰ掲載について、府内医療機関及び患者家族を含む府民への周知を図る。
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	８　その他
（３）造血幹細胞移植関連事業の促進
○　国の動向を踏まえながら、血液がん等の患者が、適切な治療を選択できるよう、関係機関との連携を深めながら、造血幹細胞移植関連事業に関する正しい知識の普及啓発を図ることにより、骨髄やさい帯血バンク事業の充実に努めます。


	

	
	・平成27年度以降、造血幹細胞移植法の施行状況を見ながら正しい知識の普及啓発について検討する。




第二期計画の取組内容の検証・評価
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・府内４保健所（池田、寝屋川、四條畷、富田林）において、骨髄・造血幹細胞ドナーの登録受付・採血を実施


・関係団体の協力を得て、休日等を利用してイベント会場等でドナー登録会を実施
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